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＜病棟連絡事項＞
・患者様の処遇について
5/31～6/1医師の指示なく丹内栄子様を個室施錠し対応していたという事がありました。
深夜帯　Cユニットで脱衣、全裸状態となり、他室侵入を繰り返し、渡した検尿用コップで他者に飲水を迫るという状態でスタッフの再三の介入にも迷惑行為が著明で、一時的にAユニットに移動するもそこでも他室侵入、迷惑行為が著明で、スタッフの判断で個室入室とし施錠したという状況でした。
隔離処遇は医師の指示なくスタッフの判断で行えることではなく、今後同様事態の対応では必ず医師に状況を報告し必要な指示を貰ってください。
また、準夜帯、深夜帯で患者様の症状が大きく変化し処遇の変更などが発生した場合は必ず日勤帯の病棟管理者にも忘れず報告をして下さい。
今後このような事がないよう対応をしていきましょう。

・意見箱：『スタッフの対応が悪い』という投書がありました。具体的な内容は不明ですが、対応に気を付けてください。

・南病棟へ移動した患者様の私物について
上記件について、退院時に私物の返却忘れの場合がありますので、患者様の退院日を南病棟から東病棟へ連絡→退院日の前日に東病棟から南病棟に私物を渡し、返却してもらうよう依頼という流れとなりました。
また、定期的(各月末)に、東病棟から南病棟へ移動した患者様の私物が東病棟にあることを連絡していくことになります。事前に返却できるものは、ご家族来院時に返却は都度してください。
各自周知をお願いします。

・『入院の案内』について修正し、会議にて提案しています。

＜東病棟入室状況＞
【病棟移動】
・佐藤　イミ様　東病棟合併症室→南病棟A118

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　愛子様～腰痛訴えあり、フェルビナクスチック処方。

・竹洞　聡子様～疼痛時継続指示ロキソプロフェンNa処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。断続的にドア叩きあり。女性スタッフに対し性的な言動を発している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。やや多弁さ、気分の高揚さ見られている。飲水ペースが早く、昼の時点で残量は半分を大きく下回っている。声掛けに対しては聞き入れる様子がない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～朝食、昼食共に摂取せず。凍らせた飲料などを摂取している。ミルタザピンの拒否は続いているが、その他の薬は拒否なく内服できている。

・米田　敬子様～トイレこもりしたり、ユニットドアが開いた瞬間にBユニットへ出ていくことがあり、介入している。精神症状強く、対応時注意必要。

・宮古　克洋様～土曜準夜帯より発熱あり。他バイタルサインの異常はなく経過している。本人の食欲あり。クーリング強化し経過観察行っている。

[bookmark: _GoBack]・竹洞　聡子様～夜間は睡眠の不安定さあり。活気のなさはあるが対面時は穏やかである。日中は落ち着かなさに不安時継続指示内服している。

＜金Dr診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬処方変更なし。本人の気分転換の為にも外泊訓練を勧めていくよう指示あり。

・柳町　信之様～夜間睡眠状態不安定の為、臨時薬ベルソムラ追加、他同内容にて処方となる。西病棟移動許可となっている。

・中村　聡様～臨時薬処方変更なし。昨日他者に付きまとい行為あったこと情報提供し、主治医より他者との関係性について注意されている。

・佐々木　章洋様～臨時薬処方変更なし。透析についての疾病教育は主治医より許可となっている。本人より”安定剤減らしてほしい”との希望あるが、時折頓服服用している状況である事、今の服薬内容で落ち着いて過ごせていることを主治医より説明され、減薬せず現処方継続することで了承している。

・立花　菊雄様～南病棟移動許可となっている。状態落ち着いている為、臨時薬処方せず経過見るとの事。

・白井　三男様～徘徊や他室侵入ある為、臨時薬リスペリドン増量となる。また、IFオーダーに不穏時と不眠時追加となる。

・高橋　信一様～臨時薬処方変更なし。精神状態落ち着いている為、身体拘束解除指示あり。

